
互
い
の
御
影
説
話
に
お
け
る
空
海
観
の
考
察

─
─
杲
宝
撰
『
弘
法
大
師
法
私
』
を
中
心
に
─
─

小　
　

西　
　

貴　
　

文

は
じ
め
に

　

弘
法
大
師
信
仰
に
お
い
て
空
海
は
、
様
々
な
尊
格
と
関
連
を
有
す
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
そ
の
中
の
一
尊
で
あ
る
八
幡

神
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
真
言
宗
が
初
期
の
頃
よ
り
関
係
が
深
く
、
中
世
日
本
に
お
い
て
八
幡
神
と
空
海
が
互
い
の
姿
を
描
き
合
う

と
い
う
「
互
い
の
御
影
」
説
話
が
登
場
し
、
両
者
が
同
体
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

　

互
い
の
御
影
説
話
を
密
教
の
事
相
の
中
に
組
み
込
ん
だ
人
物
と
し
て
東
寺
の
杲
宝
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
二
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

杲
宝
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
『
弘
法
大
師
法
私
』
は
、
空
海
を
本
尊
と
し
た
修
法
で
あ
る
、
所
謂
『
弘
法
大
師
法
』
の
一
種
で
あ
り
、

道
場
観
に
互
い
の
御
影
の
描
写
が
記
さ
れ
る
。

　

本
次
第
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
見
寛
恭
氏
の
「
弘
法
大
師
法
考
（
二
）」
で
あ
る
。
た
だ
、
高
見
氏
の

論
考
は
複
数
の
『
弘
法
大
師
法
』
の
概
要
を
述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
本
次
第
も
そ
の
一
部
と
し
て
数
頁
に
亘
っ
て
言
及
す
る
程
度
に

留
ま
っ
て
い
る
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
な
る
と
加
藤
宥
雄
氏
に
よ
っ
て
、
伝
燈
大
阿
闍
梨
松
永
昇
道
氏
の
伝
授
を
ま
と
め
た

『
勧
流
杲
宝
方
伝
授
目
録
解
説
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
本
次
第
は
『
自
行
次
第
西
─
』
と
い
う
名
前
で
登
場
し
、
詳
細
に
伝
授
の
内
容

が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
作
成
に
あ
た
り
筆
者
も
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
し
か
し
、
テ
ク
ス
ト
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
杲
宝
が
感
得

①
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し
た
も
の
と
し
て
、
歴
史
的
問
題
が
「
神
話
」
に
則
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。

　

次
に
八
幡
神
が
舎
利
＝
宝
珠
を
媒
介
と
し
て
愛
染
・
天
照
、
そ
し
て
空
海
な
ど
の
複
数
の
尊
格
と
同
体
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
い

た
『
八
幡
講
秘
式
』
に
注
目
し
た
の
が
舩
田
淳
一
氏
で
あ
っ
た
。
舩
田
氏
の
研
究
で
は
中
世
東
密
世
界
に
お
け
る
八
幡
神
観
や
宝
珠

観
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
一
方
、
八
幡
本
地
愛
染
説
に
主
眼
を
置
く
こ
と
か
ら
、
空
海
に
関
し
て
は
あ
く
ま
で
八
幡
神
と
同
体
化
さ
れ

た
一
尊
と
い
う
位
置
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
様
に
従
来
の
先
行
研
究
で
は
、
八
幡
神
と
空
海
を
同
体
と
す
る
言
説
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
の
、
同
体
視
さ
れ
た
空
海

が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
の
検
討
は
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
杲
宝
の
『
弘
法
大
師

法
私
』
の
内
容
を
検
討
し
、
空
海
と
八
幡
神
と
を
同
体
化
し
た
空
海
・
八
幡
同
体
説
の
展
開
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
空
海
観
の
一

端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一　

空
海
伝
に
み
ら
れ
る
八
幡
神
の
概
略

（
一
）
出
現
す
る
八
幡
神

　

空
海
伝
に
お
い
て
八
幡
神
と
の
関
係
が
登
場
す
る
初
期
の
資
料
が
『
御
遺
告
二
五
箇
条
』（
以
下
、『
御
遺
告
』）
で
あ
る
。『
御
遺

告
』
の
第
二
〇
条
に
は
、

夫
以
神
護
寺
是
和
気
氏
建
立
、
八
幡
大
菩
薩
主
託
庭
也
。
而
依
㆓

真
縄
大
夫
達
所
㆒㆑
言
、
余
頃マ

年マ

修
住
。
爰
真
縄
大
夫
達
於
建
㆓

立
密
教
之
言
㆒、
朝
夕
宛
如
㆑

示
㆓

護
法
之
相
㆒。
因
㆑

茲
師
檀
之
期
篤
在
㆓

肝
岫
㆒。
加
以
㆓

寺
院
㆒

付
㆓

属
永
代
㆒、
敢
無
㆓

内
外
之
情
㆒。
然

而
後
代
必
有
㆓

争
嗷
㆒
（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
も
の
。
以
下
同
じ
。）
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と
あ
る
。
直
接
、
空
海
と
八
幡
神
が
何
ら
か
の
行
動
を
行
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
神
護
寺
は
和
気
氏
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
、

八
幡
神
の
託
庭
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
御
遺
告
』
は
空
海
に
仮
託
さ
れ
た
後
世
の
作
で
あ
る
が
、
実
際
、
神
護
寺
は

帰
朝
し
た
空
海
が
滞
在
し
、
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
に
は
金
胎
の
灌
頂
を
行
っ
た
場
所
で
あ
る
。『
御
遺
告
』
の
内
容
は
約
四
〇
〇

年
の
間
、
概
ね
変
わ
る
こ
と
な
く
後
世
の
空
海
伝
に
踏
襲
さ
れ
て
ゆ
く
。

　

互
い
の
御
影
説
話
が
絵
巻
に
登
場
し
た
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
最
古
の
も
の
が
、
白
鶴
美
術
館
蔵
の
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）

に
描
か
れ
た
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』（
以
下
、『
行
状
図
画
』）
の
「
八
幡
約
諾
」
で
あ
る
。

或
伝
に
曰
。
東
大
寺
の
中
門
に
し
て
八
幡
大
菩
薩
と
大
師
と
御
約
諾
の
事
あ
り
。
大
菩
薩
の
た
ま
ひ
け
る
は
我
と
大
師
と
は
影

と
形
と
の
こ
と
し
。
わ
か
す
ま
む
所
に
大
師
か
な
ら
す
は
な
れ
給
へ
か
ら
す
。
大
師
の
お
は
せ
む
所
に
わ
れ
か
な
ら
す
随
逐
す

へ
し
。
た
か
ひ
に
加
持
を
た
れ
お
な
し
く
化
導
を
た
す
け
む
と
。
凡
八
幡
大
菩
薩
は
真
言
上
乗
の
高
祖
毘
盧
覚
王
の
応
迹
也
。

機
に
し
た
か
ひ
、
時
を
は
か
り
て
或
は
釈
迦
と
し
め
し
、
或
は
弥
陀
と
現
す
。
天
竺
に
し
て
善
無
畏
三
蔵
に
対
し
密
教
を
授
し

は
、
わ
れ
な
り
と
ま
さ
し
く
神
託
あ
り
。
夫
理
智
法
身
の
依
正
し
は
ら
く
表
裏
の
名
を
わ
か
ち
、
大
日
金
薩
の
因
果
た
か
ひ
に

師
資
の
徳
を
あ
ら
は
す
。
能
所
か
は
る
〳
〵
い
て
ゝ
、
或
は
さ
つ
け
或
は
う
く
。
大
菩
薩
と
大
師
と
内
証
あ
ひ
ち
か
き
こ
と
し

り
ぬ
へ
し
。〈
中
略
〉
神
と
い
ひ
人
と
い
ふ
。
外
用
こ
と
な
る
に
ゝ
た
れ
と
も
師
と
な
り
資
と
な
る
。
た
ゝ
一
聖
の
分
身
也
。

御
約
諾
の
お
も
ふ
き
ま
こ
と
に
ふ
か
き
ゆ
へ
あ
り
。
無
辺
の
神
験
こ
ゝ
ろ
言
を
よ
ひ
か
た
し
。
又
大
菩
薩
と
大
師
と
を
の
〳
〵

筆
を
と
り
て
た
か
ひ
に
御
影
を
か
き
た
ま
へ
る
こ
と
あ
り
。
件
の
御
影
い
ま
に
現
在
せ
り
。

『
行
状
図
画
』
で
は
両
者
に
は
優
劣
が
な
く
影
の
よ
う
に
一
体
で
、
両
者
は
内
証
が
近
く
、
随
遂
し
て
衆
生
を
化
導
す
る
。
ま
た
、

両
者
は
姿
形
が
異
な
れ
ど
も
分
身
で
あ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
前
提
に
立
つ
と
八
幡
神
が
空
海
を
描
い
た
と
し
て
も
、
絵
像
の
空
海

⑩
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は
同
時
に
八
幡
神
で
も
あ
り
、
空
海
が
描
く
八
幡
神
も
空
海
自
身
と
な
る
。
つ
ま
り
、「
相
互
に
姿
を
描
き
あ
う
」
と
は
両
者
が
個

別
の
存
在
で
は
な
く
、
同
一
で
あ
る
こ
と
を
絵
図
に
よ
っ
て
可
視
化
・
表
象
し
よ
う
と
す
る
営
み
で
あ
っ
た
。

　

栄
海
（
一
二
七
八
～
一
三
四
七
）
の
『
弘
法
大
師
伝
』（
一
三
二
五
）
に
は
、

八
幡
大
菩
薩
、
大
師
ノ
仏
法
ヲ
守
リ
給
ハ
ン
為
ニ
東
寺
ニ
来
リ
給
フ
。
大
師
則
チ
御
体
ヲ
写
シ
留
奉
リ
テ
神
殿
ニ
納
メ
玉
フ
。

又
大
師
大
菩
薩
互
相
御
影
ヲ
書
給
フ
。
彼
ノ
両
影
神
護
寺
ニ
安
置
ス
ル
処
是
也
。

と
あ
る
。
空
海
は
密
教
守
護
の
た
め
東
寺
に
来
臨
し
た
八
幡
神
の
姿
を
書
き
写
し
神
殿
に
納
め
た
と
記
し
て
お
り
、
次
に
み
る
東
寺

八
幡
神
の
縁
起
を
語
っ
た
『
東
宝
記
』（
一
三
五
二
）
の
「
寺
家
旧
記
」
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
来
臨

し
た
八
幡
神
も
空
海
の
姿
を
書
き
写
し
、
両
者
の
御
影
は
神
護
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
と
し
て
御
影
の
所
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
互
い
の
御
影
を
め
ぐ
る
伝
承
が
現
実
の
実
在
す
る
場
所
に
そ
の
所
在
が
書
き
留
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
単
な
る
伝
承
か
ら
歴
史

的
事
実
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
っ
た
。

（
二
）
互
い
の
御
影
説
話
の
成
立
背
景

　

次
に
互
い
の
御
影
説
話
の
成
立
に
つ
い
て
『
東
宝
記
』「
鎮
守
八
幡
宮
」
の
条
に
引
用
さ
れ
る
「
寺
家
旧
記
」
に
着
目
し
た
い
。

寺
家
旧
記
云
〈
中
略
〉
当
寺
之
影
向
不
㆑

違
㆓

神
託
㆒、
僧
形
之
御
躰
現
㆓

于
空
中
㆒。
其
遷
座
元
由
者
、
桓
武
天
皇
御
宇
延
暦
遷
都

之
初
、
東
寺
草
創
之
刻
、
為
㆓

帝
都
鎮
護
㆒

有
㆓

勧
請
之
儀
㆒。
王
城
之
降
臨
以
㆑

之
為
㆑

初
。
此
時
未
㆑

奉
㆑

安
㆓

置
御
躰
㆒、
只
勧
請
之

儀
許
也
。
至
㆓

嵯
峨
聖
代
㆒、
平
城
天
皇
御
事
之
時
、
与
㆓

大
師
㆒

有
㆓

御
密
談
㆒。
先
御
立
願
御
願
成
就
之
後
、
去
弘
仁
年
中
、
大
師

⑪

─ 64 ─

互いの御影説話における空海観の考察



奉
㆑

勅
重
勧
㆓

請
之
㆒。
三
所
御
躰
、
法
躰
、
俗
躰
、
幷
女
躰
武
内
宿
祢
親
影
現
㆓

虚
空
㆒。
初
写
㆓

紙
形
㆒、
後
刻
㆓

木
像
㆒、
被
㆑

奉
㆑

安
㆓

置
社
壇
㆒。
真
身
顕
現
、
権
者
之
彫
刻
、
本
朝
諸
神
何
社
有
㆓

此
例
㆒

乎
。
誠
知
、
当
社
者
、
無
双
之
宗
神
、
第
一
之
霊
社
也
云
々
。

「
互
い
に
」
で
は
な
く
一
方
的
な
写
生
に
留
ま
る
が
、
空
海
が
東
寺
に
お
い
て
八
幡
神
の
姿
を
書
き
写
し
た
と
い
う
「
空
海
」・「
八

幡
」・「
書
き
写
す
」
と
い
う
共
通
点
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
、『
東
宝
記
』
が
引
用
し
た
「
寺
家
旧
記
」
の
記
述
は
互
い

の
御
影
説
話
成
立
の
出
発
点
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
よ
う
。
一
見
す
る
と
『
東
宝
記
』
の
成
立
以
前
に
白
鶴
美
術
館
蔵
の
『
行
状
図

画
』
が
成
立
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
東
寺
の
八
幡
三
神
像
が
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
の
成
立
で
あ
る
点
や
、

薬
子
の
変
（
八
一
〇
）
を
契
機
と
し
て
空
海
が
八
幡
神
を
勧
請
、
ま
た
は
図
像
を
構
想
し
て
い
た
点
か
ら
早
い
時
期
に
お
い
て
八
幡

神
を
め
ぐ
る
霊
験
譚
成
立
の
素
地
が
東
寺
に
は
あ
っ
た
。
加
え
て
、
互
い
に
姿
を
描
き
合
う
と
い
う
よ
り
も
、
空
海
に
よ
る
一
方
的

な
写
生
の
方
が
伝
承
と
し
て
は
簡
略
で
あ
る
。
よ
っ
て
「
寺
家
旧
記
」
に
所
収
さ
れ
た
伝
承
は
『
行
状
図
画
』
作
成
以
前
に
既
に
成

立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

栄
海
の
『
弘
法
大
師
伝
』
で
は
、
八
幡
神
も
空
海
の
姿
を
描
き
、
両
者
の
御
影
が
神
護
寺
に
安
置
さ
れ
た
と
し
て
、
舞
台
が
過
去
、

す
な
わ
ち
空
海
在
世
時
の
東
寺
か
ら
栄
海
の
い
る
現
在
の
神
護
寺
に
移
る
こ
と
と
な
る
。

　

神
護
寺
に
お
け
る
八
幡
神
の
祭
祀
の
様
子
を
記
し
た
現
存
す
る
最
も
古
い
資
料
で
あ
る
『
承
平
実
録
帳
』（
九
三
一
）
に
は
「
八

幡
大
菩
薩
像
一
鋪　

御
座
床
二
前　

前
机
二
前　

白
木
礼
盤
二
基
」
と
あ
り
、
神
護
寺
根
本
堂
に
八
幡
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
分

か
る
。
管
見
の
限
り
神
護
寺
に
祀
ら
れ
る
八
幡
神
画
像
が
空
海
筆
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
最
も
古
い
も
の
が
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）

の
『
文
覚
上
人
書
状
案
』
で
あ
る
。
文
覚
（
一
一
三
九
～
一
二
〇
三
）
は
神
護
寺
の
荒
廃
に
よ
っ
て
鳥
羽
院
の
時
代
に
鳥
羽
の
宝
蔵

に
御
影
が
納
め
ら
れ
た
旨
を
記
し
て
お
り
、
文
中
に
「
大
師
御
在
世
之
時
、
所
㆑

奉
㆔

安
置
㆓

当
寺
㆒

八
幡
大
菩
薩
御
影
大
師
御
筆
」
と

し
て
空
海
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
強
烈
に
朝
廷
を
批
判
し
、
八
幡
神
の
御
影
を
神
護
寺
に
返
却
す
べ
き
と ⑫
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主
張
し
た
文
覚
の
書
状
に
は
互
い
の
御
影
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
互
い
の
御
影
説
話
と
対
と
な
る
空
海
御
影
は

文
覚
以
降
の
成
立
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
文
覚
の
弟
子
で
あ
る
上
覚
（
一
一
四
七
～
一
二
二
六
）
の
『
行
慈
書
状
』（
一
二
二
六
）
の
内
容
に
つ
い
て
も
注
目
し
た

い
。『
行
慈
書
状
』
に
は
、
神
護
寺
復
興
を
神
護
寺
の
住
僧
た
ち
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状
を
憂
い
た
上
覚
が
、「
如
㆑

此
忌
類
、

於
成
㆓

興
盛
㆒

者
、
不
㆑

可
㆑

有
㆓

神
天
冥
助
㆒。
又
大
師
八
幡
何
事
御
加
護
哉
、
麿
滅
即
時
倒
者
歟
」
と
し
て
諸
天
善
神
の
冥
助
に
加
え
、

空
海
と
八
幡
神
の
加
護
を
得
ら
れ
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
上
覚
は
八
幡
神
と
空
海
を
同
列
に
据
え
て
お
り
、
互
い
の
御
影

が
両
者
を
同
一
で
あ
る
こ
と
を
表
象
す
る
存
在
と
い
う
点
に
も
通
じ
て
く
る
。

　

佐
藤
弘
夫
氏
が
中
世
の
祖
師
像
の
一
面
と
し
て
、
寺
や
寺
僧
を
守
護
・
監
視
す
る
存
在
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
世

に
お
い
て
祖
師
は
「
動
的
な
存
在
」
で
あ
り
上
覚
の
空
海
観
と
も
相
違
な
い
。
加
護
を
行
う
「
動
的
な
存
在
」
で
あ
る
空
海
と
従
来
、

神
護
寺
の
鎮
守
で
あ
っ
た
八
幡
神
が
次
第
に
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
え
て
神
護
寺
に
お
け
る
八
幡
神
の
御
影
の
存
在
や

『
東
宝
記
』
が
引
用
す
る
「
寺
家
旧
記
」
の
内
容
も
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
互
い
の
御
影
説
話
が
成
立
す
る
。
成
立
し
た
説
話

は
必
然
的
に
も
う
一
方
の
八
幡
筆
と
さ
れ
る
空
海
御
影
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
東
寺
に
端
を
発
し
、
神
護
寺
に
お

い
て
互
い
の
御
影
説
話
が
形
成
さ
れ
、
説
話
の
成
立
に
伴
う
対
に
な
る
御
影
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
話
の
完
成
を
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。二　

『
弘
法
大
師
法
私
』
の
概
要　

（
一
）『
弘
法
大
師
法
私
』
の
構
成

　
『
弘
法
大
師
法
私
』
の
奥
書
に
は
「
観
応
元
年
十
月
二
一
日　

権
小
僧
都　

杲
宝
」、
そ
し
て
「
寛
文
六
年
二
月
二
三
日　

権
小
僧

⑰
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都　

杲
決
」
の
書
写
識
語
が
み
ら
れ
る
。
本
次
第
が
所
収
さ
れ
る
『
仏
海
』
は
、
兵
庫
県
田
可
群
加
美
町
に
あ
る
金
剛
山
金
蔵
寺
が

昭
和
四
〇
年
（
一
九
六
五
）
に
先
代
の
東
野
寛
明
住
職
の
三
回
忌
に
あ
た
り
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
第
の
翻
刻
は
高
見
観
應
氏

の
因
る
所
で
あ
る
が
、
便
行
用
に
「
表
白
神
分
祈
願
勧
請
発
願
小
祈
願
礼
仏
廻
向
等
私
案
加
㆑

之
」
と
あ
り
実
践
用
に
一
部
が
編
み

直
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
部
分
は
修
法
の
目
的
や
行
者
の
意
楽
に
応
じ
て
変
じ
る
部
分

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
第
の
根
幹
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
無
い
。

　
『
弘
法
大
師
法
私
』
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

壇
前
普
礼　

着
座
普
礼　

塗
香　

三
密
観　

浄
三
業　

三
部　

被
甲
護
身　

加
持
香
水　

加
持
供
物　
紫
字
観　

浄
地　

浄
身　

観
仏　

金
剛
起　

普
礼　

表
白　

神
分　

五
悔　

勧
請　

発
願　

五
大
願　

普
供
養　

三
力　

四
無
量
観　

勝
願　

大
金
剛
輪　

地
結　

四
方
結　

金
剛
眼　

召
罪　

摧
罪　

業
障
除　

成
菩
提
心　

道
場
観　

大
虚
空
蔵　

小
金
剛
輪　

送
車
輅　

請
車
輅　

召
請　

四
明　

拍
掌　

結
界　

虚
空
網　

火
院　

大
三
昧
耶　

閼
伽　

華
座　

振
鈴　

釈
迦
鉢
印　

羯
磨
会
三
七
尊
印　

五
古

印　

五
供
養
印
明　

塗
香　

花
鬘　

焚
香　

飲
食　

灯
明　

事
供　

讃　

普
供
養　

三
力　

小
祈
願　

礼
仏　

理
趣
経
一
七
段

印
明　

理
趣
総
印　

五
秘
密
印
明　

金
剛
吉
祥　

破
諸
宿
曜　

成
就
一
切　

本
尊
加
持　

宝
珠
三
種
印
明　

五
種
相
応
印
明　

仏
眼
加
持　

入
我
々
入　

本
尊
加
持　

正
念
誦　

本
尊
加
持　

字
輪
観　

本
尊
加
持　

散
念
誦　

仏
眼
印
明　

後
供　

閼
伽　

後
鈴　

讃　

普
供
養　

小
祈
願　

礼
仏　

廻
向　

至
心
廻
向　

解
界　

発
遣　

三
部
被
甲
護
身
等　

礼
仏
出
堂

構
成
を
概
観
し
て
分
か
る
よ
う
に
『
弘
法
大
師
法
私
』
は
、『
金
剛
界
念
誦
次
第
』
を
構
成
の
基
盤
と
し
て
お
り
、『
如
法
愛
染
法
』

に
も
通
じ
る
。『
秘
鈔
問
答
』
に
「
而
題
㆓

如
法
㆒

者
如
宝
義
為
㆑

不
㆓

顕
露
㆒、
秘
㆓

如
宝
㆒

書
㆓

如
法
㆒

也
」
と
口
決
さ
れ
る
よ
う
に
、
如

法
と
は
通
常
の
「
法
の
如
し
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
如
意
宝
珠
を
意
味
し
て
お
り
、『
如
法
愛
染
法
』
と
は
如
意
宝
珠
の
三
摩
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地
に
住
す
る
愛
染
明
王
を
本
尊
と
す
る
修
法
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
最
も
『
弘
法
大
師
法
私
』
と
構
成
が
共
通
し
た
も
の
と
し
て
、

東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
の
『
八
幡
本
地
供
次
第
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
次
第
は
、
本
地
を
愛
染

と
す
る
八
幡
神
を
本
尊
と
し
て
編
ま
れ
た
次
第
で
あ
る
。
東
大
寺
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
次
第
以
外
で
も
、
室
町
時
代
に
書
写
さ
れ

た
大
須
真
福
寺
蔵
の
『
八
幡
本
地
行
法
』
や
同
寺
所
蔵
の
『
八
幡
本
地
行
法
私
記
』
で
は
、
用
い
ら
れ
る
印
明
の
順
序
や
有
無
の
違

い
は
あ
る
も
の
の
『
弘
法
大
師
法
私
』
と
共
通
す
る
部
分
も
多
い
。

　

八
幡
神
の
本
地
は
主
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
や
釈
迦
如
来
と
さ
れ
る
が
、
一
二
〇
〇
年
代
半
ば
以
降
よ
り
愛
染
明
王
を
八
幡
神
の
本

地
と
す
る
説
が
登
場
し
始
め
る
。
愛
染
明
王
を
本
地
と
す
る
現
存
最
古
の
資
料
が
文
永
一
〇
年
（
一
二
七
三
）
の
識
語
を
有
す
る
大

須
真
福
寺
蔵
の
『
八
幡
大
菩
薩
』
で
あ
り
、

或
明
師
口
伝
云
、
着
㆓

納
衣
㆒、
右
手
ニ
持
㆓

錫
杖
㆒、
左
印手
ニ
持
㆓

念
珠
㆒、
首
ニ
日
輪
ヲ
頂
タ
ル
老
僧
ノ
御
躰
也
。
御
袈
裟
ニ
ヲ
キ
テ
ハ

赤
色
ノ
異
説
已コレ
歟ア
リ
。
先
、
日
輪
ヲ
頂
戴
シ
タ
ル
ハ
、
愛
染
王
ノ
本
地
ヲ
表
シ
、
錫
杖
ヲ
持
タ
ル
ハ
、
タ
ム
タ
ト
ウ
ヲ
表
ス
。
已己
出

世
ノ
人
頭
幢
、
地
蔵
ノ
本
誓
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
也
。
六
輪
ハ
即
、
六
道
ノ
表
示
。
又
、
愛
染
王
ノ
六
臂
也
。
納
衣
亦
、
大
悲
薫
修
也
。

表
ス
是
如
意
宝
珠
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
。

と
し
て
或
明
師
の
口
伝
に
よ
れ
ば
、
八
幡
神
は
右
手
に
錫
杖
・
左
手
に
念
珠
を
持
つ
老
僧
の
姿
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
八
幡
神
の
首
の

日
輪
と
錫
杖
に
付
く
六
輪
は
、
愛
染
明
王
の
熾
盛
輪
と
六
臂
を
表
わ
す
も
の
と
い
う
共
通
性
が
見
出
さ
れ
、
両
者
は
本
地
と
垂
迹
の

関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

同
時
期
の
資
料
と
し
て
、
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
に
佐
々
目
流
の
頼
助
（
一
二
四
四
～
一
二
九
六
）
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
『
八
幡

講
秘
式
』
が
あ
る
。

㉑
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『
八
幡
講
秘
式
』
で
は
、
如
意
宝
珠
と
愛
染
明
王
の
同
体
関
係
が
強
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、
入
定
す
る
空
海
は
愛
染
金
剛
の
微
細

定
に
住
し
て
お
り
、
舎
利
す
な
わ
ち
如
意
宝
珠
を
媒
介
と
し
て
空
海
や
八
幡
神
、
天
照
大
神
な
ど
の
諸
尊
は
全
て
同
体
と
さ
れ
た
。

後
述
す
る
が
『
弘
法
大
師
法
私
』
に
お
い
て
も
、
舎
利
＝
宝
珠
・
大
日
如
来
・
愛
染
・
八
幡
・
空
海
と
し
て
諸
尊
が
同
体
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、『
八
幡
講
秘
式
』
を
は
じ
め
と
す
る
八
幡
神
の
本
地
を
愛
染
と
す
る
諸
テ
ク
ス
ト
は
、『
弘
法
大
師
法
私
』
成
立
の
前
提

と
し
て
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）『
弘
法
大
師
法
私
』
の
成
立

　
『
弘
法
大
師
法
私
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
三
宝
院
流
と
勧
修
寺
流
と
の
関
係
で
あ
る
。

ま
ず
、
本
次
第
の
道
場
に
は

戒
定
恵
解
之
所
㆓

薫
修
㆒

慈
悲
行
願
之
所
㆓

依
止
㆒

也
。
如
㆓

芥
子
㆒

猶
是
遮
那
周
遍
之
妙
躰
、
似
㆓

玉
石
㆒。
即
是
万
徳
円
満
之
法
身
、

竜
肝
鳳
脳
、
名
㆓

之
如
意
珠
㆒。
誠
是
虚
誕
、
自
然
道
理
釈
迦
分
身
真
実
如
意
珠
也
。
密
之
上
密
深
之
中
深
、
只
在
㆑

此

と
あ
り
、
醍
醐
寺
三
宝
院
流
の
勝
賢
（
一
一
三
八
～
一
一
九
六
）
の
『
秘
鈔
』
の
巻
第
一
四
「
駄
都
」
で
の
道
場
観
の
一
部
が
引
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
『
八
幡
大
菩
薩
法
』
の
存
在
で
あ
る
。
本
次
第
の
道
場
観
は
『
弘
法
大

師
法
私
』
や
前
節
で
挙
げ
た
次
第
と
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
別
系
統
の
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
第
に
記
さ
れ
る
印
明
か
ら
本

地
愛
染
説
に
基
づ
き
、
か
つ
宝
珠
信
仰
を
取
り
入
れ
た
次
第
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
お
お
よ
そ
の
前
提
は
共
通
し
て
い
る
。『
八
幡
大

菩
薩
法
』
の
奥
書
に
は
、「
此
次
第
ハ
巻
尾
上
人
我
宝
為
㆓

佐
々
目
大
僧
正
有
助
㆒

被
㆑

作
㆑

之
云
々
」
と
あ
り
、
杲
宝
の
師
の
一
人
で

あ
る
我
宝
（
？
～
一
三
一
七
）
の
名
が
あ
る
。
我
宝
は
浄
宝
（
一
二
八
四
～
一
三
四
三
）
に
三
宝
院
流
の
法
流
の
一
つ
で
あ
る
金
三
流

㉖
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槇
尾
方
を
授
け
、
杲
宝
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に
登
場
す
る
佐
々
目
流
の
有
助
は
頼
助
の
弟
子
で
あ
り
、

こ
こ
に
三
宝
院
流
と
佐
々
目
流
に
お
い
て
本
地
愛
染
説
に
基
づ
く
八
幡
信
仰
の
接
触
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
注
目
し
た
い
の
は
勧
修
寺
流
と
の
関
連
で
あ
る
。
杲
宝
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
に
師
で
あ
る
栄
海
か
ら
勧
修
寺
流
を
授

法
し
て
い
る
。
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
栄
海
の
『
弘
法
大
師
伝
』
に
は
、
互
い
の
御
影
伝
承
と
神
護
寺
が
御
影
を
所
有
し
て
い
る

こ
と
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
御
影
説
話
に
つ
い
て
は
既
に
史
実
と
し
て
両
者
に
共
有
さ
れ
た
認
識
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
応
二
年

（
一
三
二
〇
）
頃
に
栄
海
は
関
東
に
下
向
し
て
鶴
岡
八
幡
宮
寺
二
五
坊
供
僧
を
勤
め
お
り
、
鎌
倉
期
に
は
勧
修
寺
の
中
心
に
い
た
僧

た
ち
は
悉
く
関
東
に
下
向
し
て
佐
々
目
流
の
拠
点
た
る
鎌
倉
の
地
で
真
言
寺
院
に
奉
仕
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

杲
宝
は
栄
海
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
『
弘
法
大
師
法
私
』
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
栄
海
や
勧
修
寺
の
僧
た
ち
の
影
響
を
念
頭
に

入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
松
永
氏
は
伝
授
の
な
か
で
「
本
次
第
は
、
杲
宝
師
の
感
得
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
る
」
と
述
べ
て
い
る
が

〈
表
〉
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
に
み
た
互
い
の
御
影
説
話
や
本
地
を
愛
染
と
す
る
八
幡
信
仰
の
流
布
、
類
似
し
た
修
法
次
第
の
形
成

時
期
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
で
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
の
奥
書
を
有
す
る
『
弘
法
大
師
法
私
』
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈表〉

作
者

名
称

成
立
年
代

不
明

『
八
幡
大
菩
薩
』

文
永
一
〇
年
（
一
二
七
三
）

頼
助

『
八
幡
講
秘
式
』

弘
安
八
年
（
一
二
八
六
）

我
宝

『
八
幡
大
菩
薩
法
』

正
和
六
年
（
一
三
一
七
）
以
前
成
立

栄
海

『
弘
法
大
師
伝
』

正
中
二
年
（
一
三
二
五
）

杲
宝

『
弘
法
大
師
法
私
』

観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
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宗
心

『
八
幡
本
地
供
次
第
』

文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
以
前
成
立

不
明

『
八
幡
本
地
行
法
』

室
町
時
代
（
一
三
三
六
～
一
五
七
三
）

不
明

『
八
幡
本
地
行
法
私
記
』

室
町
時
代
（
一
三
三
六
～
一
五
七
三
）

　

最
後
に
『
弘
法
大
師
法
私
』
成
立
の
時
期
に
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
に
伴
い
旧
幕
府
の
祈
祷
僧
た
ち
が
室
町
幕
府
の
祈
祷
僧
へ
と
転

身
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
も
見
落
と
し
て
は
な
る
ま
い
。
平
雅
行
氏
に
よ
っ
て
禅
秀
な
る
祈
祷
僧
が
幕
府
滅
亡
後
、
佐
々
目
流
の
聖

教
を
持
ち
上
洛
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
東
国
独
自
の
次
第
・
口
伝
が
京
へ
流
入
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
。
つ
ま
り
、
三
宝
院
流
・
勧
修
寺
流
を
中
心
に
し
て
西
国
・
関
東
間
に
お
け
る
思
想
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
交
流
が
『
弘
法
大

師
法
私
』
の
成
立
の
基
盤
と
な
っ
た
。
前
節
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
類
似
し
た
次
第
が
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、『
弘

法
大
師
法
私
』
は
奇
異
な
次
第
と
い
う
よ
り
も
本
地
愛
染
説
に
基
づ
く
八
幡
神
を
本
尊
と
し
た
次
第
の
派
生
形
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
互
い
の
御
影
説
話
を
通
し
て
空
海
も
本
尊
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
点
に
本
次
第
の
独
自
性
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。

（
三
）　

道
場
観
に
つ
い
て

　

本
次
第
に
お
け
る
道
場
観
を
み
て
ゆ
き
た
い
。
道
場
観
で
は
密
教
の
事
相
の
観
点
か
ら
互
い
の
御
影
説
話
を
理
論
づ
け
し
て
お
り
、

互
い
の
御
影
説
話
に
お
け
る
八
幡
神
と
空
海
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
た
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
。

観
想
坦
上
有
㆓

完
字
㆒。
変
成
㆓

五
峯
八
柱
宝
楼
閣
㆒。
其
宮
殿
中
有
㆓

曼
荼
羅
壇
㆒。
上
有
㆓

乾
字
㆒。
変
成
㆓

浄
満
月
輪
㆒。
ゝ
ゝ
中
有
㆓

活

字
㆒。
変
成
㆓

八
葉
白
蓮
花
㆒。
花
台
有
㆓

祉
字
㆒。
変
成
㆓

法
界
塔
婆
㆒。
所
謂
、
蓮
花
台
達
摩
駄
都
是
也
。
此
法
性
制
底
転
成
㆓

摩
訶
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毘
盧
遮
那
如
来
㆒。
身
色
如
㆓

白
月
㆒

一
身
四
面
也
。
住
㆓

塔
婆
印
㆒

被
㆓

妙
綃
穀
天
衣
㆒。
四
智
四
定
十
六
大
菩
薩
八
供
養
四
摂
乃
至

五
億
倶
胝
微
細
法
身
、
前
後
囲
繞
、
各
々
以
㆓

本
誓
加
持
㆒、
自
住
㆓

金
剛
月
輪
㆒、
持
㆓

本
三
摩
地
標
幟
㆒

演
㆓

説
身
語
心
金
剛
㆒。
此

自
性
三
十
七
尊
等
一
切
衆
生
為
㆑

断
㆓

無
始
間
隔
㆒

故
隠
㆓

本
性
無
垢
智
月
㆒

住
㆓

衆
生
本
染
理
日
㆒、
入
㆓

馬
陰
蔵
三
摩
地
㆒、
変
㆓

仏

身
㆒

成
㆓

曇
字
金
剛
躰
性
㆒。
字
変
成
㆓

五
鈷
杵
㆒。
ゝ
ゝ
ゝ
変
成
㆓

大
染
明
王
㆒。

道
場
観
の
冒
頭
で
は
、
宮
殿
内
の
祉
字
が
変
じ
て
制
底
す
な
わ
ち
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
で
あ
る
法
界
塔
婆
と
な
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
過
程
は
通
常
の
『
如
法
愛
染
法
』
の
次
第
の
道
場
観
で
も
蓮
台
の
種
子
の
祉
字
が
変
じ
て
乾
字
を
内
に
納
め
る
七
宝
の
塔

婆
へ
と
変
化
し
、
乾
字
は
変
じ
て
舎
利
す
な
わ
ち
如
意
宝
珠
と
な
る
こ
と
が
説
か
れ
る
こ
と
か
ら
『
弘
法
大
師
法
私
』
は
宝
珠
合
行

の
次
第
に
お
け
る
構
造
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

続
い
て
、
三
七
尊
す
な
わ
ち
一
身
四
面
の
大
日
如
来
は
衆
生
の
無
明
を
断
絶
す
る
た
め
に
馬
陰
蔵
三
摩
地
に
入
り
曇
字
の
五
鈷

杵
を
通
じ
て
愛
染
明
王
と
な
る
。

身
色
如
㆓

日
暉
㆒

住
㆓

於
熾
盛
輪
㆒、
三
目
威
怒
視
。
首
髻
師
子
冠
。
利
毛
忿
怒
形
。
又
安
㆓

五
鈷
鉤
㆒

在
㆓

於
師
子
頂
㆒。
五
色
華
髻

垂
㆓

天
帯
㆒

覆
㆓

於
耳
㆒。
左
手
持
㆓

金
剛
鈴
㆒、
右
執
㆓

五
峰
杵
㆒。
儀
形
如
㆓

薩
埵
㆒

安
㆓

立
衆
生
界
㆒。
次
、
左
金
剛
弓
。
右
執
㆓

金
剛
箭
㆒。

如
㆑

射
㆓

衆
星
光
㆒、
能
成
㆓

大
染
法
㆒。
左
下
手
持
㆑

彼
、
右
蓮
如
㆓

打
勢
㆒。
一
切
悪
心
衆
、
速
滅
無
㆑

有
㆑

疑
。
以
㆓

諸
華
鬘
索
㆒

絞
結

以
厳
㆑

身
。
作
㆓

結
跏
趺
坐
㆒

住
㆓

於
赤
色
蓮
㆒。
蓮
下
有
㆓

宝
瓶
㆒。
両
畔
吐
㆓

諸
宝
㆒。
無
量
眷
属
前
後
左
右
囲
繞
。
本
尊
不
㆑

捨
㆓

大

悲
㆒

故
和
㆑

光
同
㆑

塵
入
㆓

四
摂
三
摩
地
㆒。
心
上
現
㆓

葡
字
㆒。
ゝ
字
変
成
㆓

如
意
珠
㆒。
ゝ
即
駄
都
也
。
戒
定
恵
解
之
所
㆓

薫
修
㆒

慈
悲

行
願
之
所
㆓

依
止
㆒

也
。
如
㆓

芥
子
㆒

猶
是
遮
那
周
遍
之
妙
躰
、
似
㆓

玉
石
㆒。
即
是
万
徳
円
満
之
法
身
、
竜
肝
鳳
脳
、
名
㆓

之
如
意

珠
㆒。
誠
是
虚
誕
、
自
然
道
理
釈
迦
分
身
真
実
如
意
珠
也
。
密
之
上
密
深
之
中
深
、
只
在
㆑

此
。
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前
半
部
で
は
、『
瑜
祇
経
』「
愛
染
王
品
第
五
」
に
お
け
る
金
剛
手
の
偈
頌
が
引
用
さ
れ
、
五
鈷
杵
が
愛
染
明
王
の
姿
へ
と
変
現
す
る
。

本
次
第
に
限
ら
ず
概
ね
八
幡
神
の
本
地
を
愛
染
と
す
る
次
第
や
、
愛
染
を
単
体
で
本
尊
と
す
る
次
第
で
も
尊
形
の
詳
細
は
『
瑜
祇

経
』
の
一
節
に
依
る
。

　

愛
染
明
王
は
大
悲
を
も
っ
て
四
摂
の
三
摩
地
に
入
る
と
、
明
王
の
心
上
に
は
如
意
宝
珠
の
種
子
で
あ
る
葡
が
生
じ
如
意
宝
珠
へ
と

変
成
す
る
。
傍
線
部
は
醍
醐
寺
三
宝
院
流
の
勝
賢
の
『
秘
鈔
』
巻
第
一
四
「
駄
都
」
で
の
道
場
観
の
一
部
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
。
傍
線
部
後
半
の
宝
珠
の
説
明
は
『
御
遺
告
』
の
第
二
四
条
「
東
寺
座
主
大
阿
闍
梨
耶
可
㆑

護
㆓

持
如
意
宝
珠
㆒

縁
起
」

を
意
識
し
て
お
り
、『
御
遺
告
』
と
三
宝
院
流
に
お
け
る
宝
珠
観
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
中
世
日
本
に
お
い
て
如

意
宝
珠
信
仰
を
支
え
る
基
幹
テ
ク
ス
ト
と
し
て
存
在
し
た
『
御
遺
告
』
に
は
、

夫
以
如
意
宝
珠
是
従
㆓

無
始
㆒

以
来
非
㆑

有
㆓

竜
肝
鳳
脳
等
㆒。
自
然
道
理
如
来
分
身
者
也
。
或
偏
鳳
肝
竜
脳
云
云
是
大
虚
言
也
。
所

以
者
何
。
自
然
道
理
如
来
分
身
、
惟
真
実
如
意
宝
珠
也
。
号
㆓

自
然
道
理
如
来
分
身
㆒

者
、
是
任
㆓

祖
師
大
阿
闍
梨
口
決
㆒

成
生
玉

也
。
密
之
上
密
深
之
上
深
者
。
輒
不
㆑

注
㆓

儀
軌
㆒。
是
大
日
如
来
所
説
也
。
曰
㆓

成
生
玉
㆒

是
能
作
性
玉
也
。

と
し
て
、
如
意
宝
珠
と
は
竜
の
肝
や
鳳
凰
の
脳
等
で
は
な
く
、
自
然
道
理
の
如
来
の
分
身
で
あ
る
と
す
る
。
自
然
道
理
の
如
来
と
は
、

同
じ
く
二
四
条
に
「
然
而
如
意
宝
珠
為
㆓

皇
帝
㆒。
方
伺
㆓

其
実
体
㆒

自
然
道
理
釈
迦
分
身
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
釈
迦
を
指
す
も
の
の
、

「
自
然
道
理
」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
応
身
の
釈
迦
の
舎
利
で
は
な
く
、
法
身
（
大
日
）
の
舎
利
で
あ
る
。『
秘
鈔
』
に
お
い
て
も
「
遮

那
」・「
法
身
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
釈
迦
の
骨
で
あ
る
舎
利
は
如
意
宝
珠
で
あ
り
、
大
日
如
来
に
も
通
じ
て
く
る
。
そ
し
て
、
本
次

第
に
お
け
る
大
日
如
来
と
は
、
道
場
観
冒
頭
で
登
場
し
た
一
身
四
面
の
大
日
如
来
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。 ㉟
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ゝ
宝
珠
変
成
㆓

八
幡
大
菩
薩
㆒。
及
成
㆓

高
祖
遍
照
金
剛
㆒。
二
尊
雖
㆑

異
内
証
是
同
。
互
映
㆓

真
影
㆒、
共
施
㆓

済
度
㆒。
先
八
幡
大
菩
薩

者
、
其
御
躰
比
丘
形
、
右
手
執
㆓

六
輪
錫
杖
㆒

驚
㆓

衆
生
長
眠
耳
㆒。
左
手
持
㆓

百
八
念
珠
㆒

顕
㆓

煩
悩
即
菩
提
極
理
㆒。
坐
㆓

赤
色
蓮
花
㆒

生
死
汚
泥
顕
㆑

得
㆓

自
在
之
楽
㆒。
頂
上
戴
㆓

日
輪
㆒

如
来
自
然
恵
日
表
㆑

破
㆓

無
始
大
夜
㆒。
此
是
大
染
金
剛
化
現
也
。
亦
是
衆
生
本
覚

神
心
也
。
常
於
三
世
不
壊
化
身
、
利
㆓

楽
有
情
㆒

無
㆓

時
暫
息
㆒。
次
、
高
祖
遍
照
金
剛
者
、
身
肉
色
著
㆓

香
色
衣
㆒。
右
手
持
㆓

五
智

金
杵
㆒

安
㆓

心
上
㆒。
左
手
執
㆓

両
顆
念
珠
㆒

置
㆓

臍
前
㆒、
坐
㆓

瑜
伽
座
上
㆒、
表
㆑

住
㆓

本
初
不
生
理
㆒、
説
㆓

三
密
瑜
伽
法
㆒、
顕
㆓

自
身
即
仏

理
㆒。
雖
㆑

現
㆓

仏
身
於
凡
身
㆒、
無
㆑

隔
㆓

内
証
於
遮
那
㆒、
利
㆓

益
強
剛
難
化
衆
生
㆒。
令
㆑

証
㆓

速
疾
頓
証
直
道
㆒、
不
㆑

動
㆓

生
死
㆒、
直
至
㆓

菩
提
㆒。
皆
是
大
日
如
来
加
持
力
高
祖
大
師
遺
恩
。
大
小
諸
神
無
量
賢
聖
前
後
囲
繞
。

　
「
内
証
是
同
」
と
あ
る
よ
う
に
八
幡
神
と
空
海
の
異
な
る
両
者
の
同
一
性
を
示
す
内
証
と
は
何
か
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
高
見

氏
は
「
杲
宝
法
印
に
従
え
ば
、
両
尊
の
威
儀
相
好
が
示
す
衆
生
済
度
の
本
誓
に
依
っ
て
、
そ
の
内
証
の
是
同
を
見
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
述
べ
る
。
筆
者
も
高
見
氏
の
見
解
に
概
ね
相
違
は
な
い
。
た
だ
し
、
よ
り
詳
細
に
論
じ
れ
ば
、
道
場
観
全
体
や
次
第
で
宝
珠

三
種
印
明
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
内
証
は
如
意
宝
珠
に
集
約
さ
れ
る
。
内
証
と
は
『
密
教
大
辞
典
』
に
よ
る
と
、

「
自
己
の
心
中
に
証
得
せ
る
真
理
を
指
す
」
と
あ
り
、
内
証
は
悟
り
の
世
界
で
あ
る
こ
と
か
ら
衆
生
済
度
や
如
意
宝
珠
で
は
な
い
と

も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
我
宝
の
『
駄
都
秘
決
鈔
』
に
は
「
金
剛
薩
埵
之
位
釈
迦
生
身
也
。
一
代
以
後
入
㆓

宝
部
㆒

者
、
顕
㆓

南
方
内

証
之
體
㆒

也
。
故
舎
利
内
証
究
竟
之
法
身
也
。」
と
あ
り
、
舎
利
す
な
わ
ち
宝
珠
を
内
証
＝
法
身
と
し
て
い
る
。
南
方
の
内
証
と
は
五

智
の
中
の
平
等
性
智
に
当
た
り
、
内
証
＝
法
身
た
る
宝
珠
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
化
現
し
た
存
在
こ
そ
が
空
海
と
八
幡
神
で
あ
っ
た
。

　

道
場
観
で
は
八
幡
神
の
持
物
等
の
意
味
付
が
行
わ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
い
え
ば
常
に
衆
生
の
無
明
を
破
ろ
う
と
し
て
い
る
と
い
う

意
味
に
な
ろ
う
。
一
方
の
空
海
は
右
手
に
五
鈷
杵
、
左
手
に
念
珠
を
持
し
て
座
す
と
い
う
姿
で
あ
る
が
、
空
海
の
姿
自
体
が
密
教
の

即
身
成
仏
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
道
場
観
を
通
じ
て
大
日
如
来
や
愛
染
明
王
は
衆
生
の
い
わ
ゆ
る
煩
悩
を

㊲

㊳

㊴
㊵
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除
く
た
め
の
プ
ロ
セ
ス
を
展
開
し
て
き
た
。
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
は
八
幡
神
と
空
海
に
も
変
わ
る
こ
と
な
く
通
じ
て
い
る
。
両
者
の
内

証
は
如
意
宝
珠
を
指
し
、
衆
生
は
根
源
的
に
は
仏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
悟
ら
せ
、
菩
提
に
至
ら
し
め
る
点
に
あ
る
。
そ
し
て
内
証

が
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
表
象
す
る
行
為
と
し
て
「
互
映
㆓

真
影
㆒

」
と
い
う
互
い
の
御
影
説
話
が
組
み
込
ま
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　

本
章
の
最
後
に
『
弘
法
大
師
法
私
』
と
東
寺
八
幡
神
を
め
ぐ
っ
て
若
干
の
問
題
提
起
を
し
て
お
き
た
い
。
本
次
第
の
道
場
観
で
は
、

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
八
幡
神
の
姿
は
赤
色
蓮
華
に
坐
し
、
右
手
に
は
錫
杖
、
左
手
に
は
百
八
念
珠
を
持
つ
と
い
う
僧
形
八
幡

で
あ
っ
た
。
本
次
第
は
奥
書
に
「
右
奥
批
本
東
寺
御
影
堂
秘
蔵
次
第
也
」
と
あ
り
、
東
寺
御
影
堂
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
だ

が
、『
東
宝
記
』
の
記
述
と
複
数
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
例
え
ば
、『
東
宝
記
』
の
場
合
で
は
空
海
が
八
幡
神

を
一
方
的
に
書
き
写
し
て
お
り
、
両
者
が
不
二
で
あ
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
東
寺
影
向
の
八
幡
神
は
三
神
で
あ
る
。
同

じ
僧
形
八
幡
で
あ
っ
て
も
三
神
形
式
の
場
合
は
ふ
く
よ
か
で
若
年
相
で
あ
る
一
方
で
、
単
体
の
八
幡
神
の
場
合
は
老
相
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
東
寺
八
幡
宮
の
僧
形
八
幡
は
ふ
く
よ
か
な
若
年
相
で
あ
り
、
左
手
に
は
念
珠
を
持
っ
て
お
ら
ず
次
第

と
東
寺
八
幡
神
の
相
好
が
異
な
る
。
ゆ
え
に
『
弘
法
大
師
法
私
』
は
当
初
、
東
寺
御
影
堂
の
空
海
を
本
尊
と
し
て
修
法
す
る
次
第
で

は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

小　
　

結

　

本
稿
で
は
互
い
の
御
影
説
話
と
『
弘
法
大
師
法
私
』
を
通
じ
て
、
空
海
・
八
幡
同
体
説
の
展
開
に
お
け
る
空
海
像
を
検
討
し
て
き

た
。

　

八
幡
神
と
空
海
が
互
い
の
姿
を
描
き
合
う
と
い
う
の
は
、
両
者
の
内
証
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
即
ち
同
一
性
を
可
視
・
表
象
す
る
行

為
で
あ
り
、
密
教
の
事
相
の
観
点
よ
り
内
証
を
如
意
宝
珠
に
集
約
し
た
の
が
『
弘
法
大
師
法
私
』
で
あ
っ
た
。
一
三
五
〇
年
成
立
の

㊶
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『
弘
法
大
師
法
私
』
は
、
三
宝
院
流
と
栄
海
を
中
心
と
し
た
勧
修
寺
流
を
中
心
と
し
て
、
一
二
七
〇
年
頃
か
ら
登
場
し
始
め
る
互
い

の
御
影
説
話
や
本
地
を
愛
染
と
す
る
八
幡
信
仰
の
流
布
、
修
法
次
第
の
形
成
時
期
と
い
う
一
連
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
『
弘
法
大
師
法
私
』
の
道
場
観
で
は
、
如
意
宝
珠
が
大
日
如
来
や
愛
染
明
王
、
そ
し
て
八
幡
神
と
空
海
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
如

意
宝
珠
が
種
々
の
諸
尊
に
変
容
し
て
ゆ
く
。
と
り
わ
け
八
幡
神
と
空
海
は
道
場
観
の
中
に
登
場
す
る
大
日
如
来
や
愛
染
明
王
と
は
異

な
り
、
両
者
は
現
世
に
登
場
し
相
好
を
も
っ
て
衆
生
即
仏
を
示
す
。
八
幡
神
は
有
情
を
利
楽
し
空
海
は
難
化
の
衆
生
を
利
益
し
て
お

り
、
如
意
宝
珠
や
大
日
如
来
、
愛
染
明
王
よ
り
衆
生
に
密
接
な
救
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

伝
承
に
よ
っ
て
場
面
が
異
な
る
も
の
の
、
神
護
寺
や
東
寺
、
東
大
寺
な
ど
の
実
在
す
る
土
地
で
空
海
の
も
と
に
現
れ
る
存
在
と
し

て
の
八
幡
神
や
互
い
の
御
影
作
成
の
説
話
を
、
本
稿
で
は
『
弘
法
大
師
法
私
』
成
立
の
歴
史
的
前
提
と
し
て
子
細
に
分
析
し
た
。
ま

た
、
入
定
留
身
し
て
現
世
に
身
を
留
め
続
け
る
空
海
と
い
う
入
定
信
仰
の
影
響
も
留
意
し
て
お
く
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

現
世
に
出
現
す
る
八
幡
神
が
空
海
と
同
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
八
幡
神
＝
空
海
は
、
舎
利
・
宝
珠
に
よ
る
積
極
的
・
直
接
的
な
衆

生
救
済
を
行
う
媒
体
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

互
い
の
御
影　

如
意
宝
珠　

弘
法
大
師
信
仰

註①　

中
川
善
教
「
弘
法
大
師
の
本
地
と
前
身
及
び
そ
の
後
身
」（
一
九
三
四
年
）
で
は
、
空
海
が
約
三
〇
も
の
諸
尊
格
や
人
物
と
の
関
連
が

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

②　

嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
に
下
野
国
（
現
在
の
栃
木
県
）
で
誕
生
し
た
杲
宝
は
、
俗
名
を
弘
基
と
い
い
、
源
氏
の
流
れ
を
受
け
て
い
る

と
さ
れ
る
。
高
野
山
に
入
山
し
幼
少
の
頃
よ
り
密
教
を
学
び
、
後
に
東
寺
に
来
住
し
て
頼
宝
に
随
い
真
言
の
教
相
を
学
び
、
浄
宝
よ
り
三
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宝
院
流
の
灌
頂
を
受
け
た
。
諸
寺
の
学
頭
を
務
め
、
後
に
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
二
月
二
八
日
に
法
印
に
叙
し
、
同
四
年
に
は
大
僧
都

と
な
る
。（
編
纂
者
塙
保
己
一
補
・
太
田
藤
四
郎
『
続
群
書
類
従
・
第
九
輯
上
伝
部
』
所
収
の
「
杲
宝
僧
都
事
実
」
を
も
と
に
作
成
）。

③　

高
見
寛
應
翻
刻
「
弘
法
大
師
法
私
」（『
仏
海
』
金
蔵
寺
、
一
九
六
九
年
）
一
五
三
～
一
六
二
頁
。

④　

高
見
寛
恭
「
弘
法
大
師
法
考
（
二
）」（『
密
教
学　

二
』、
一
九
六
六
年
）。

⑤　

発
行
者
鷲
尾
隆
輝　

伝
授
阿
闍
梨
加
藤
宥
雄
『
東
寺
観
智
院
相
承　

勧
流
杲
宝
方
伝
授
目
録
解
説　

六
』（
真
言
宗
総
本
山
東
寺
、
一

九
八
九
年
）

⑥　

注
五
前
掲
書
、
二
頁
・
九
一
頁
。

⑦　

舩
田
淳
一
『
神
仏
と
儀
礼
の
中
世
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
）
三
四
七
頁
～
四
〇
三
頁
。 

⑧　

な
お
、
空
海
・
八
幡
同
体
説
の
展
開
を
う
か
が
い
知
る
上
で
興
味
深
い
も
の
と
し
て
、
京
都
府
長
岡
京
市
乙
訓
寺
の
本
尊
で
あ
る
秘
仏

「
大
師
八
幡
神
合
体
像
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
像
を
め
ぐ
る
伝
承
に
つ
い
て
は
、
中
村
幸
真
氏
に
よ
っ
て
隆
光
（
一
六
四
九
～
一
七
二

四
）
に
よ
る
乙
訓
寺
再
興
運
動
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
中
世
日
本
に
注
目
す
る
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
い
。

「
護
持
院
隆
光
に
よ
る
乙
訓
寺
の
復
興
─
乙
訓
寺
秘
仏
『
大
師
八
幡
合
体
像
』」
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要　

二
四

号
』
二
〇
一
九
年
）

⑨　

長
谷
寶
秀
『
弘
法
大
師
伝
全
集　

第
一
』（
ピ
タ
カ
、
一
九
三
五
年
）
一
八
頁
。

⑩　

梅
津
次
郎
編
『
弘
法
大
師
伝
絵
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年
）
八
八
～
八
九
頁
。

⑪　

長
谷
寶
秀
編
『
弘
法
大
師
伝
全
集　

第
三
』（
ピ
タ
カ
、
一
九
三
五
年
）
七
四
頁
。

⑫　

国
書
刊
行
会
『
続
々
群
書
類
従　

第
一
二
宗
教
部
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
〇
年
）
五
四
頁
。

⑬　

紺
野
敏
文
『
日
本
彫
刻
史
の
視
座
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
三
五
三
頁
。
高
橋
早
紀
子
「
東
寺
八
幡
三
神
像
の
製
作

背
景
に
関
す
る
考
察
」（『
美
術
史　

一
七
七
』、
二
〇
一
四
年
）

⑭　

福
山
敏
夫
『
寺
院
建
築
の
研
究　

下
』（
中
央
公
論
美
美
術
出
版
、
一
九
六
三
年
）
七
三
頁
。

⑮　

正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
頃
の
成
立
『
神
護
寺
略
記
』
で
あ
る
。「
八
幡
大
菩
薩
像
一
鋪
奉
安
置
堂
内
艮
角
帳
、
大
師
御
筆
伹
二
重
内

奉
懸
之
、
上
ハ
新
本
、
右
承
平
實
録
帳
云
、
八
幡
大
菩
薩
一
鋪
」
と
し
て
空
海
筆
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑯　

藤
田
經
世
『
校
刊
美
術
史
料　

寺
院
篇
中
巻
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
五
年
）
三
一
〇
頁
。

⑰　

注
一
六
前
掲
書
、
三
三
八
頁
。

─ 77 ─

互いの御影説話における空海観の考察



⑱　

佐
藤
弘
夫
『
霊
場
の
思
想
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
一
〇
八
～
一
一
二
頁
。

⑲　

上
田
霊
城
『
改
訂
真
言
密
教
事
相
概
説
─
四
度
部
─
』（
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
〇
二
年
）
一
二
七
～
一
三
一
頁
。

⑳　

大
正
七
九
・
三
三
四
下
頁
。

㉑　

東
大
寺
図
書
館
（
一
七
一
函
／
五
六
九
号
／
一
冊
）。

㉒　

真
福
寺
大
須
文
庫
（
二
七
八
─
一
一
五
─
四
、
写
、
一
帖
、
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
、
一
〇
〇
二
〇
三
二
二
四
）。

㉓　

真
福
寺
大
須
文
庫
（
二
七
八
─
一
一
五
─
三
、
写
、
一
冊
、
マ
イ
ク
ロ
／
デ
ジ
タ
ル
、
一
〇
〇
二
〇
三
二
二
三
）。

㉔　

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
中
世
日
本
紀
集　

真
福
寺
善
本
叢
刊　
〈
第
一
期
〉
第
七
巻
』（
臨
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
四
二
五
・
四
二

七
頁
。
な
お
、「
八
幡
大
菩
薩
」
に
は
「
又
、
大
菩
薩
・
大
師
、
互
ニ
自
手
ラ
御
躰
ヲ
ウ
ツ
シ
ト
メ
タ
マ
フ
。
大
菩
薩
ノ
御
躰
、
如
此
。
大

師
ノ
御
影
ハ
、
未
拝
見
。
口
伝
ニ
ハ
、
東
寺
ノ
不
動
ノ
コ
ト
シ
ト
習
伝
タ
リ
」
と
し
て
、
互
い
の
御
影
説
話
が
所
収
さ
れ
る
。
空
海
の
御
影

が
不
動
明
王
の
様
で
あ
る
と
の
習
い
か
ら
明
王
と
同
じ
く
右
手
に
宝
剣
、
左
手
に
念
珠
（
羂
索
に
該
当
）
を
持
す
秘
鍵
大
師
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
秘
鍵
大
師
は
最
古
の
も
の
が
一
三
世
紀
前
半
で
あ
る
点
や
、
テ
ク
ス
ト
後
半
部
に
「
又
〇
〇
、
又
△
△
」
と
し
て
複
数
の
口
伝

が
あ
る
点
。
加
え
て
複
数
の
書
写
識
語
が
あ
る
事
か
ら
、
後
半
部
は
書
写
の
過
程
で
追
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、

『
八
幡
講
秘
式
』
の
存
在
か
ら
も
八
幡
神
の
本
地
を
愛
染
と
説
く
部
分
に
お
い
て
は
文
永
一
〇
年
の
伝
授
識
語
が
妥
当
と
み
ら
れ
る
。

㉕　

殊
ニ
ハ
高
祖
ノ
全
身
法
身
ノ
駄
都
也
。
此
レ
ハ
是
身
心
愛
染
之
源
底
也
。
凡
此
愛
染
明
王
ハ
諸
仏
ノ
高
祖
諸
神
ノ
法
躰
也
。
就
㆑

中
八
幡
大

菩
薩
ハ
此
明
王
ノ
応
化
也
。
今
此
ノ
菩
薩
ハ
無
㆓

所
居
㆒

唯
澄
㆓

信
楽
ノ
水
㆒

云
云
。
明
王
又
但
住
㆓

衆
生
之
心
想
ノ
中
㆒

云
云
。
面
上
三
目
是
ヲ

云
㆓

八
幡
三
所
㆒
ト
、
頂
上
ノ
日
輪
ハ
顕
㆓
ス
本
地
之
高
徳
㆒
ヲ
八
幡
又
勇
士
之
本
尊
也
。
本
地
弓
箭
ノ
秘
印
表
㆑

之
。
慈
悲
深
重
ノ
故
号
㆓

大
菩

薩
㆒
ト
。
是
レ
身
心
愛
染
ノ
化
用
也
。
依
㆑

之
舎
利
愛
染
不
離
之
塔
婆
是
ヲ
云
㆓

如
法
愛
染
㆒
ト
、
高
祖
留
身
ノ
入
定
愛
染
金
剛
ノ
微
細
定
也
。

高
祖
ノ
前
身
是
云
㆓

天
照
大
神
宮
㆒
ト
明
王
ノ
応
迹
是
云
㆓

八
幡
大
菩
薩
ト
㆒。〈
中
略
〉
受
㆓
ケ
生
ヲ
于
大
日
ノ
本
国
㆒

忝
モ
為
㆓

天
照
尊
ノ
余
稟
㆒
ト

依
㆓

高
祖
之
芳
訓
㆒

蒙
㆓
リ
三
密
ノ
聴
許
㆒
ヲ
酬
㆓
テ
八
幡
之
加
持
㆒

期
㆓
ス
自
心
之
成
仏
㆒
ヲ
皆
是
法
身
駄
都
之
化
用
也
。

㉖　

注
三
前
掲
書
、
一
五
七
頁
。

㉗　

東
大
寺
図
書
館
『
八
幡
大
菩
薩
法
』（
一
七
一
函
／
五
六
八
号
／
一
冊
）

㉘　

沼
尻
憲
尚
「
杲
宝
の
事
相
授
法
に
つ
い
て
」（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
第
四
〇
号
』、
二
〇
一
二
年
）

㉙　

貫
達
人
・
三
浦
勝
男
編
纂
『
鶴
岡
叢
書　

第
四
輯　

鶴
岡
八
幡
宮
寺
諸
次
第
』（
鶴
岡
八
幡
宮
社
務
所
、
一
九
九
一
年
）
三
二
頁
。

㉚　

佐
藤
愛
弓
『
中
世
真
言
僧
の
言
説
と
歴
史
認
識
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
一
三
一
頁
。
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㉛　

平
雅
行
「
鎌
倉
幕
府
の
将
軍
祈
禱
に
関
す
る
一
資
料
」（『
大
阪
大
学
大
学
院
研
究
科
紀
要　

第
四
十
七
巻
』
大
阪
大
学
大
学
院
研
究
科
、

二
〇
〇
七
年
）。

㉜　

注
三
前
掲
書
、
一
五
六
頁
。

㉝　

上
田
霊
城
『
真
言
密
教
事
相
概
説
─
諸
尊
法
・
灌
頂
部
─
〔
下
〕』（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
〇
年
）
二
四
五
頁
。

㉞　

注
三
前
掲
書
、
一
五
六
～
一
五
七
頁
。

㉟　

注
九
前
掲
載
書
、
二
〇
頁
。

㊱　

苫
米
地
誠
一
「
日
本
密
教
に
お
け
る
舎
利
と
宝
珠
」（『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

三
〇
』、
二
〇
一
七
年
）。

㊲　

注
三
前
掲
書
、
一
五
七
頁
。

㊳　

注
四
前
掲
書
。

㊴　
『
密
教
大
辞
典　

縮
刷
版
』（
法
蔵
館
、
一
九
三
一
年
）
一
六
九
五
頁
。

㊵　
「
駄
都
秘
決
鈔　

第
三
」『
真
言
宗
全
書
二
三
』（
真
言
宗
全
書
刊
行
会
、
一
九
三
五
年
）
二
一
七
頁
。

㊶　

長
岡
龍
作
「
神
像
成
立
の
関
わ
る
一
考
察
─
古
代
日
本
の
八
幡
神
─
」GBS

実
行
委
員
会
編
『
論
集
カ
ミ
ほ
と
け
─
宗
教
文
化
と
そ

の
歴
史
的
基
盤
─
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
論
集　

第
三
号
』（
二
〇
〇
五
年
、
法
蔵
館
）
一
四
・
一
六
頁
。

─ 79 ─

互いの御影説話における空海観の考察


